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Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
川
本
宜

彦
会
長
）
は
３
月

日
、
民

主
党
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
議
員
連
盟
と

自
由
民
主
党
Ｌ
Ｐ
Ｇ
対
策
議

員
連
盟
に
、
被
災
者
へ
の
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
の
供
給
支
援
や
安
定

供
給
な
ど
を
中
心
に
し
た

「
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支

援
に
つ
い
て
」
要
望
し
た
。

中
長
期
的
な
視
点
に
た
ち
公

共
施
設
で
の
災
害
対
応
設
備

の
常
時
設
置
な
ど
も
求
め
て

い
る
。

被
災
者
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

供
給
支
援
は
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

料
金
の
免
除
」
や
「
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
設
備
設
置
費
用
の
免
除
」

を
要
望
し
た
。

「
被
災
者
か
ら
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

料
金
を
徴
収
し
た
り
、
仮
設

住
宅
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
供
給
し

た
場
合
も
料
金
を
徴
収
す
る

こ
と
が
は
ば
か
れ
る
」と
し
、

当
座
は
販
売
事
業
者
が
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
料
金
を
肩
代
わ
り
し
、

徴
収
を
免
除
せ
ざ
る
を
え
な

い
が
、
中
小
零
細
販
売
事
業

者
は
、
経
営
努
力
に
も
限
界

が
あ
り
免
除
し
た
料
金
に
関

し
て
は
、
国
等
か
ら
の
支
援

に
よ
り
代
弁
し
て
い
た
だ
く

と
あ
り
が
た
い
」
と
し
た
も

の
。Ｌ

Ｐ
ガ
ス
設
備
設
置
費
用

の
免
除
も
同
様
に
販
売
事
業

者
や
被
災
者
に
費
用
の
補
填

を
要
望
し
た
。

一
方
、
安
定
供
給
の
確
保

は
国
家
備
蓄
の
放
出
（
弾
力

的
な
備
蓄
の
放
出
）
と
被
災

を
受
け
た
充
填
所
の
修
復
を

求
め
た
。
中
長
期
的
な
視
点

か
ら
公
共
施
設
へ
の
災
害
対

応
設
備
の
設
置
も
要
望
し

た
。
災
害
時
の
避
難
所
に
な

る
学
校
や
公
民
館
な
ど
の
公

的
な
場
所
に
あ
ら
か
じ
め
災

害
対
応
設
備
を
設
置
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
し
、
設
置

費
用
な
ど
の
支
援
を
求
め
た

も
の
。

設
備
は
燃
料
電
池
（
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
が
原
料
の
場
合
、
災
害

時
で
も
発
電
と
給
湯
が
可

能

、
太
陽
光
発
電
（
停
電

の
場
合
で
も
電
力
供
給
が
可

能

、
蓄
電
池
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

や
関
連
器
具
、消
費
設
備（
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
容
器
、
バ
ル
ク
、
こ

ん
ろ
、
湯
沸
器
な
ど

、
暖

房
設
備
な
ど
。
通
常
時
に
は

常
時
活
用
し
、
非
常
時
に
は

避
難
所
と
し
て
機
能
で
き
る

と
し
た
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
議
員
連

盟
の
ほ
か
、
民
主
党
組
織
運

動
本
部
長（
森
英
介
本
部
長
）

と
団
体
総
局
長
（
今
村
雅
弘

局
長
）
へ
。
自
民
党
は
経
済

産
業
部
門
会
議
座
長
（
後
藤

斎
座
長
）
に
要
望
し
た
。

経
済
産
業
省
は
３
月

日
、
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の

交
換
商
品
に
東
日
本
大
震
災

の
義
援
金
を
追
加
す
る
と
発

表
し
た
。
１
㌽
を
１
円
と
し
、

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局

が
日
本
赤
十
字
社
に
寄
付
す

る
。住

宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
、

エ
コ
住
宅
を
新
築
し
た
時
な

ど
に
、
最
大

万
㌽
が
付
与

さ
れ
る
。
ま
た
家
電
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
の
交
換
商
品
に
も
義

援
金
を
追
加
す
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
ま

と
め
た
３
月

日
午
後
９
時

現
在
の
簡
易
ガ
ス
・
都
市
ガ

ス
の
復
旧
状
況
に
よ
る
と
、

簡
易
ガ
ス
は
岩
手
、
宮
城
、

福
島
、
茨
城
の
４
県
の
団
地

で
、
導
管
の
破
損
や
団
地
そ

の
も
の
の
壊
滅
的
被
害
に
よ

り
、
約
１
万
戸
が
供
給
停
止

の
状
態
。
導
管
な
ど
の
修
復

ほ
か
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
の
各

戸
配
置
に
よ
る
代
替
措
置
な

ど
、
需
要
家
へ
の
早
急
な
供

給
再
開
を
図
っ
て
い
る
。

都
市
ガ
ス
は
、
製
造
設
備
や

導
管
の
破
損
で
、
８
県

地

域
で
供
給
停
止
が
生
じ
た
。

そ
の
後
の
復
旧
作
業
に
よ
り

７
万
８
１
９
４
戸
で
供
給
を

再
開
し
た
が
、岩
手
、宮
城
、

福
島
、
千
葉
の
４
県
９
地
域

の

万
５
５
２
５
戸
で
供
給

停
止
が
続
い
て
い
る
。

主
原
料
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
不
足

し
て
お
ら
ず
、
地
域
毎
の
製

造
設
備
や
導
管
の
破
損
等
が

供
給
停
止
の
主
た
る
原
因
。

そ
の
た
め
、
製
造
設
備
の
復

旧
な
ど
に
よ
り
地
域
の
導
管

網
へ
の
ガ
ス
供
給
の
確
保
が

で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
人
海

戦
術
に
よ
る
１
件
１
件
の
安

全
確
認
を
進
め
て
い
る
。

最
大
の
復
旧
戸
数

万
１

１
４
４
戸
を
抱
え
て
い
た
仙

台
市
ガ
ス
局
で
は
、
津
波
被

害
を
受
け
た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
の

復
旧
に
相
当
の
時
間
が
か
か

る
と
こ
ろ
、
新
潟
か
ら
の
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
供
給
が
確
保
さ

れ
た
た
め
、

日
か
ら
順
次

再
開
し
て
い
る
。
大
阪
ガ
ス

は
じ
め
全
国
ガ
ス
事
業
者
か

ら
の
応
援
が
入
り
、
ピ
ー
ク

時
３
２
０
０
人
体
制
で
作
業

に
当
た
り
、
１
カ
月
〜
１
カ

月
半
で
お
お
む
ね
復
旧
す
る

見
通
し
。
仙
台
市
ガ
ス
局
と

導
管
で
接
続
し
て
い
る
塩
釜

ガ
ス
も
、
同
様
に
復
旧
作
業

を
進
め
る
。

被
害
が
甚
大
な
釜
石
、
気

仙
沼
、
石
巻
の
３
事
業
者
に

つ
い
て
は
、
被
害
状
況
の
把

握
と
復
旧
計
画
の
策
定
を
急

い
で
い
る
。
病
院
な
ど
へ
の

移
動
式
ガ
ス
発
生
装
置
に
よ

る
臨
時
供
給
は
順
次
行
わ
れ

て
い
る
。

福
島
、
千
葉
両
県
の
供
給

停
止
地
域
で
は
、
当
初
会
社

毎
に
復
旧
を
進
め
て
い
た

が
、
自
社
の
日
立
地
区
（
３

万
戸
）
の
復
旧
を
終
え
た
東

京
ガ
ス
が
応
援
に
回
り
、
復

旧
が
加
速
し
つ
つ
あ
る
。

民
主
・
自
民
両
党

議
連
に
要
望
書

Ｌ

Ｐ

協

簡
ガ
ス
１
万
戸

都
市

ガ
ス

万

戸
が
停
止

エ
ネ
庁
、
３
月

日
現
在

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

交
換
商
品
に
義
援
金

経

済

省

検
満
メ
ー
タ
ー
な
ど

８
月
ま
で
特
例
延
長

経

済

省
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ｈ
ｈ
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ｈ
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経
済
産
業
省
は
３
月

日
、
特
定
非
常
災
害
特
別
措

置
法
（
特
定
非
常
災
害
の
被

害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等

を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に

関
す
る
法
律
）
第
３
条
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
日

本
大
震
災
に
伴
う
特
定
権
利

利
益
に
係
る
満
了
日
延
長
を

告
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

東
日
本
大
震
災
で
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の

区
域
に
住
所
を
置
く
、
顧
客

の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
平
常
時
な
ら
ば
交

換
す
る
べ
き
検
満
メ
ー
タ
ー

の
検
満
期
限
が
８
月

日
ま

で
延
長
さ
れ
る
。

ま
た
、
同
区
域
に
住
所
を

置
く
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
法
の
認
定
保
安
機

関
、
特
監
法
（
特
定
ガ
ス
消

費
機
器
の
設
置
工
事
の
監
督

に
関
す
る
法
律

、
電
気
工

事
業
法
の
更
新
期
限
が
同
じ

く
８
月

日
ま
で
延
長
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

色
・
字

体

な

ど

容
器
表
示
を
緩
和

保

安

院

原
子
力
安
全
・
保
安
院
は

３
月

日
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
地
域
内
で
使
用

す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
に
つ
い

て
、
表
示
方
法
の
特
例
を
適

用
（
内
規
）
す
る
。

「
高
圧
ガ
ス
保
安
法
及
び

関
係
政
省
令
の
運
用
及
び
解

釈
に
つ
い
て
（
内
規
）
」
の

容
器
保
安
規
則
の
運
用
及
び

解
釈
に
従
う
こ
と
が
困
難
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
迅
速
な

被
災
者
支
援
の
観
点
か
ら
、

▽
「
塗
料
又
は
は
が
れ
る
お

そ
れ
の
な
い
シ
ー
ル
」
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
以
外
の
方
法

で
あ
っ
て
も
、
水
な
ど
に
濡

れ
て
も
「
氏
名
等
」
が
判
読

で
き
る
方
法
で
あ
れ
ば
差
し

支
え
な
い
も
の
と
す
る
▽
文

字
に
つ
い
て
は
、
規
定
以
外

の
色
・
字
体
・
大
き
さ
で
も

「
氏
名
等
」
が
容
易
に
判
読

で
き
る
色
、
字
体
（
手
書
き

を
含
む

、
大
き
さ
で
あ
れ

ば
差
し
支
え
な
い
も
の
と
す

る
∪
∪
∪
も
の
。
特
例
期
間
は

６
月

日
ま
で
。
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３
月

日
午
後
２
時

分
ご
ろ
三
陸
沖
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
世
界
最
大
級
の
大

地
震
が
発
生
し
、
東
北
太
平
洋
側
が
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
石
油
化
学
新
聞
社
（
プ
ロ
パ
ン
・

ブ
タ
ン
ニ
ュ
ー
ス
）
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
多
数
が

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
地
元
業
界
が
復

興
に
立
ち
上
が
る
支
援
活
動
の
一
環
で
「
東
日
本
大

震
災
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
義
援
金
」
を
募
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
緊
急
時
に
は
全
国
業
界
が

「
と
も
に
生
き
、
手
を
携
え
て
、
助
け
合
う
」
連
動

活
動
の
一
助
に
し
ま
す
。

宮
城
、
福
島
、
岩
手
、
青
森
、
茨
城
を
中
心
に
し

た
東
北
・
関
東
の
被
害
は
甚
大
で
、
被
災
地
の
中
に

は
未
だ
に
安
否
の
確
認
が
と
れ
な
い
業
界
人
も
多
数

い
ま
す
が
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事

業
者
の
使
命
と
責
務
に
立
っ
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

ひ
と
つ
で
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
の
再
開
に
心
を
ひ
と

つ
に
し
懸
命
な
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
業
界
義
援

金
は
復
旧
作
業
に
あ
た
る
関
係
機
関
に
届
け
ま
す
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
の
広
範
な
各
位
の
ご
支
持
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

株
式
会
社
石
油
化
学
新
聞
社

プ
ロ
パ
ン
・
ブ
タ
ン
ニ
ュ
ー
ス

◇

◇

「
東
日
本
大
震
災
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
義
援
金
」
募

集
要
領

★
募
集
方
法

①
銀
行
振
込
（
石
油
化
学
新
聞
社

銀
行
口
座
番
号

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
室
町
支
店

当
座
預
金
（
口
座
番
号
０
１
３
９
２
９
５
）
②
郵
便

振
替
（
同
郵
便
振
替
口
座
０
０
１
８
０
―
６
―
３
７

９
６
３
）
③
郵
送
（
現
金
書
留
）
に
よ
る
三
方
法
と

し
ま
す
。

企
業
、
個
人
は
問
い
ま
せ
ん
。
ご
協
力
各
社
、
各

位
を
本
紙
上
に
掲
載
・
発
表
し
ま
す
。

★
送
付
先

石
油
化
学
新
聞
社
「
東
日
本
大
震
災

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
義
援
金
」
係
（
〒
１
０
１
―
０
０

３
２
東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
２
丁
目
４
番

号

ア
イ
セ
岩
本
町
ビ
ル

。
電
話

０
３
―
５
８
３
３

―
８
８
４
０
（
代

。
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ゆ
ゆ

日
現
在

岩
手
・
宮
城
・
福
島
で

戸

応急仮設住宅

３
県

地
区
で
続
々
着
工

避
難
拠
点
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

旧
騎
西
高
校

双
葉
町
か
ら

人
入
所

ｉｎｇ東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

に
向
け
た
応
急
仮
設
住
宅
の

建
設
着
工
が
続
々
と
始
ま
っ

て
い
る
。

国
土
交
通
省
が
３
月

日

に
ま
と
め
た
応
急
仮
設
住
宅

着
工
状
況
に
よ
る
と
、
岩
手

・
宮
城
・
福
島
の
３
県

地

区
で
着
工
済
み
３
２
１
０

戸
、
近
日
着
工
予
定

戸
の

計
３
２
５
５
戸
と
な
っ
て
い

る
。岩

手
県
で
は
、

日
に
陸

前
高
田
市
（
市
立
第
一
中
学

校
）
で
約
２
０
０
戸
の
う
ち

戸
の
先
行
建
設
地
着
工
し

た
ほ
か
、

日
に
は
市
立
米

崎
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

戸
に
着
手
。
釜
石
市
で
は

日
に
中
妻
地
区
（
昭
和
園
グ

ラ
ウ
ン
ド

１
０
０
戸

日

に
上
中
島
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
１
８
５
戸
、
大
船
渡
市

で
は

日
に
防
災
公
園
予
定

地
の

戸
、

日
に
は
市
立

大
船
渡
北
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に

戸
、
宮
古
市
で
は

日
に
市
宿
泊
施
設
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
三
陸
み
や
こ
で
２
６
０

戸
、

日
に
愛
宕
公
園
で
１

０
２
戸
に
着
手
し
た
。
大
槌

町
（
町
立
吉
里
吉
里
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
、

戸

山
田

町
（
町
立
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

１
７
０
戸
）
を
そ
れ
ぞ
れ

日
に
、

日
に
は
岩
泉
町
（
岩

手
ア
ラ
イ
駐
車
場
用
地
）
で

戸
の
建
設
も
始
ま
っ
た
。

ま
た

宮
城
県
は

日

仮

設
住
宅
の
第
１
次
着
工
分
に

つ
い
て
、
建
設
場
所
と
予
定

地
を
発
表
。
震
災
の
被
害
が

甚
大
な
沿
岸

都
市
（
地
区
）

に
１
カ
所
づ
つ
用
地
を
確

保
、
南
三
陸
町
を
除
く
市
町

は

日
、
南
三
陸
町
は

日

に
着
工
、
約
１
カ
月
で
１
２

０
１
戸
を
建
設
す
る
計
画
。

住
宅
は
Ａ

１
Ｄ
Ｋ

、
Ｂ

２
Ｄ
Ｋ

、
Ｃ

３
Ｄ
Ｋ

の

３
タ
イ
プ
で
、
１
次
着
工
分

で
は
Ｂ
タ
イ
プ
が
６
割

Ａ
・

Ｃ
で
各
２
割
を
建
設
す
る
。

福
島
県
も

日
の
伊
達
郡

国
見
町
を
皮
切
り
に
、

日

に
は
桑
折
町
、

日
に
須
賀

川
市
、

日
に
相
馬
市
、

日
に
新
地
町
、

日
に
白
河

市
、
矢
吹
町
、
西
郷
村
、
い

わ
き
市
、
４
月
１
日
に
は
須

賀
川
市
な
ど

地
区
６
７
６

戸
（
一
部
予
定
）
の
建
設
に

入
っ
た
。
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埼
玉
・
加
須
市

福島県双葉町民の第１便が旧騎西高校に到着
した（３月30日午後２時20分）

テーブルこんろでお湯を沸かし、お茶用にポッ
トで各部屋に配った（３月30日午後１時45分）

生徒ホールの厨房用に50㌔容器８本を設置し
た（３月29日午後１時30分）

ｉ
ｎ
ｇ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
本
社
・
鴻
巣
市
、
竹
澤

裕
信
社
長
）
が
３
月

日
か

ら
福
島
県
双
葉
町
の
避
難
者

の
受
け
入
れ
拠
点
と
な
る
加

須
市
の
旧
埼
玉
県
立
騎
西
高

等
学
校
校
舎
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供

給
を
開
始
し
た
。

日
、
埼
玉
県
か
ら
要
請

が
あ
っ
た
た
め
、
２
０
０
７

年
の
同
高
閉
校
前
ま
で
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
を
供
給
し
て
い
た
同
社

が
配
管
や
器
具
、
保
安
設
備

の
点
検
調
査
な
ど
を
開
始
。

日
に
、
他
工
事
店
が
体
育

館
の
更
衣
室
内
に
あ
る
シ
ャ

ワ
ー
用
に
設
置
し
た
給
湯
器

３
台
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
通
し

た
。

日
に
は
、
給
湯
用
に

５
号
湯
沸
器
２
台
、
給
湯
器

１
台
を
設
置
、
校
舎
と
体
育

館
用
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器

㌔

㌘

本
を
設
置
し
た
。

日

に
は
校
舎
４
階
の
調
理
室
に

給
湯
器
１
台
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
急
き
ょ
要
請
を
受

け
、
生
徒
ホ
ー
ル
の
厨
房
に

テ
ー
ブ
ル
こ
ん
ろ
５
台
を
設

置
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器

㌔

㌘
８
本
を
設
置
し
た
。

日

に
は
、
加
須
市
が
用
意
し
た

回
転
釜
２
台
、
炊
飯
釜
１
台

を
設
置
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
通

し
た
。

中
野
省
作
取
締
役
保
安
管

理
技
術
部
長
は
「
全
社
挙
げ

て
安
全
安
心
の
用
意
を
行
っ

た
。
今
日
ま
で
に
使
え
る
よ

う
に
と
の
要
請
だ
っ
た
の

で
、
万
全
の
体
制
を
整
え

た

、
渡
辺
秀
雄
ホ
ー
ム
エ

ナ
ジ
ー
事
業
部
部
長
は
「
１

２
０
０
人
が
入
る
の
で
、
一

定
期
間
メ
ー
タ
ー
を
毎
日
チ

ェ
ッ
ク
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
使

用
量
を
把
握
し
た

い
。
双
葉
町
の
方
々
を
お
手

伝
い
す
る
た
め
に
も
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
の
安
定
供
給
に
努
め
て

い
く
」
と
話
し
た
。

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ

ー
ナ
（
さ
い
た
ま
市
）
に
一

時
避
難
し
て
い
た
福
島
県
双

葉
町
（
人
口
約
６
９
０
０
人
）

の
避
難
町
民
約
１
２
０
０
人

が
３
月

〜

日
の
２
日
間

で
、
受
け
入
れ
拠
点
と
な
る

加
須
市
の
旧
埼
玉
県
立
騎
西

高
等
学
校
に
移
動
し
た
。

日
、
第
１
便
と
し
て
バ

ス
６
台
に
分
乗
し
た
双
葉
町

民
約
４
０
０
人
は
、
先
に
到

着
し
て
い
た
井
戸
川
克
隆
・

双
葉
町
町
長
と
大
橋
良
一
・

加
須
市
市
長

「
双
葉
町
の

皆
さ
ん
、
心
か
ら
お
待
ち
し

て
お
り
ま
し
た
」
と
書
か
れ

た
横
断
幕
を
持
っ
た
地
元
の

児
童
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
に

迎
え
ら
れ
た
。
到
着
に
合
わ

せ
、
生
徒
ホ
ー
ル
の
厨
房
に

設
置
し
た
テ
ー
ブ
ル
こ
ん
ろ

５
台
を
使
用
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ら
が
お
茶
用
の
お
湯
を

ポ
ッ
ト
に
入
れ
て
各
部
屋
に

運
び
、
疲
労
し
て
い
る
避
難

者
を
労
わ
っ
た
。

４
月
か
ら
高
校
２
年
に
な

る
女
性
は
「
今
後
ど
う
な
る

か
不
安
が
あ
る
。
ど
の
く
ら

い
か
か
る
か
分
か
ら
な
い
が

双
葉
町
に
戻
り
た
い
」
と
答

え
た
。
避
難
所
を
拠
点
に
通

え
る
高
校
を
探
す
と
い
う
。

同
校
の
キ
ャ

パ

シ

テ

ィ

ー

は
、
普
通
教
室

が
あ
る
管
理
・

Ｈ
Ｒ
棟
（
普
通

教
室
１
部
屋
当

た
り

人
）
５

２
８
人
、
図
書

室
や
音
楽
室
、

美
術
室
な
ど
特

別
教
室
棟
４
５

５
人
、
第
一
体

育

館

２

９

０

人
、
生
徒
ホ
ー

ル

人
。

日

に
は
各
教
室
に

畳
を
敷
き
、
清

掃
を
終
え
て
い
る
。
２
階
に

は
町
長
室
、
町
役
場
執
務
室

を
設
け
、
役
場
機
能
を
移
転

し
た
。
当
面
、
埼
玉
県
か
ら

１
日
３
食
の
弁
当
が
配
ら
れ

る
。
風
呂
は
近
隣
の
ス
ー
パ

ー
銭
湯
３
カ
所
を
使
う
。
加

須
市
事
務
局
に
よ
る
と
「
落

ち
着
い
て
き
た
ら
炊
き
出
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
考
え
て
い

る
」
と
い
う
。

埼
玉
県
は

日
か
ら

日

ま
で
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
で
東
京
電
力
福
島
第

１
原
発
が
あ
る
双
葉
町
民
約

１
８
０
０
人
を
は
じ
め
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
と
福
島

原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者
ら

合
計
２
１
５
６
人
を
受
け
入

れ
て
き
た
。
避
難
生
活
の
長

期
化
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

埼
玉
県
各
地
に
設
け
ら
れ
た

避
難
所
に
順
次
移
転
し
た
。

井
戸
川
町
長
は
「
今
度
は

ス
ペ
ー
ス
が
ゆ
っ
た
り
し
て

お
り
、
落
ち
着
け
る
。
普
段

の
生
活
に
ど
う
戻
る
か
が
課

題
だ
。
自
立
で
き
る
と
こ
ろ

は
自
立
し
て
い
き
た
い

、

大
橋
市
長
は
「
今
後
の
支
援

は
双
葉
町
の
方
々
の
気
持
ち

が
少
し
落
ち
着
き
、
ど
う
考

え
る
か
次
第
。
緊
密
な
連
絡

を
取
り
、
考
え
に
沿
っ
た
支

援
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

Ｉ
Ｈ
の
使
用
避
け
る
べ
き

朝
夕
ピ
ー
ク
時
の
節
電
対
策
で

エネ研提言東
京
電
力
管
内
の
電
力
需

給
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る

が
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済

研
究
所
は
３
月

日

「
家

庭
の
節
電
対
策
と
消
費
電
力

抑
制
効
果
」
と
題
す
る
レ
ポ

ー
ト
を
発
表
し
、
朝
夕
の
ピ

ー
ク
時
に
１
世
帯
当
た
り
２

㌔
㍗
も
の
消
費
電
力
と
な
る

Ｉ
Ｈ
調
理
器
を
は
じ
め
、
多

消
費
型
家
電
機
器
の
使
用
を

避
け
る
べ
き
と
呼
び
か
け
て

い
る
。

東
電
管
内
で
は

日
か
ら

計
画
停
電
を
、
従
来
の
５
グ

ル
ー
プ
を

区
域
に
細
分
化

し
、
実
施
し
て
い
る
。
需
要

サ
イ
ド
で
は
家
電
機
器
や
照

明
な
ど
を
「
こ
ま
め
に
消
す
」

「
設
定
温
度
を
下
げ
る
」
「
使

用
時
外
は
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜

く
」
な
ど
努
力
が
続
け
ら
れ

て
い
る
。

エ
ネ
研
は
こ
う
し
た
対
策

で
「
東
電
管
内
で
２
９
０
万

㌔
㍗
の
節
電
が
可
能
」
と
試

算
。
し
か
し
、
暖
か
く
な
る

春
先
に
か
け
て
も
朝
方
（
６

〜
８
時
）
と
夕
方
（

〜

時
）
の
節
電
の
継
続
が
必
要

と
し
て
い
る
。

特
に
使
用
時
間
が
短
く
て

も
消
費
電
力
が
大
き
い
家
電

機
器
の
朝
夕
の
使
用
に
つ
い

て
「
極
力
避
け
る
こ
と
が
望

ま
し
い
」
と
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
東
電
管
内
で
朝
方

万

㌔
㍗
、
夕
方
１
４
０
万
㌔
㍗

の
ピ
ー
ク
を
シ
フ
ト
す
る
こ

と
が
可
能
と
試
算
し
て
い

る
。エ

ネ
研
に
よ
る
と
、
一
般

家
庭
で
節
電
対
策
を
徹
底
し

た
場
合
、
朝
方
の
ピ
ー
ク
時

に
は
１
世
帯
当
た
り
平
均
１

９
２
㍗
、
夕
方
の
ピ
ー
ク
時

に
は
平
均
２
１
４
㍗
の
消
費

電
力
を
震
災
前
よ
り
抑
制
で

き
、
震
災
前
の
ピ
ー
ク
時
電

力
消
費
を
１
世
帯
当
た
り
１

㌔
㍗
程
度
と
す
れ
ば
２
割
程

度
の
抑
制
に
な
る
と
い
う
。

東
電
管
内
の
全
世
帯
（
約

２
千
万
世
帯
）
で
は
３
８
０

万
㌔
㍗
（
朝
方

、
４
３
０

万
㌔
㍗
（
夕
方
）
に
相
当
す

る
た
め
、
通
常
時
４
千
万
〜

４
５
０
０
万
㌔
㍗
の
電
力
需

要
に
対
し
、
東
電
の
現
供
給

能
力
３
７
５
０
万
㌔
㍗
（

日
時
点
）
と
い
う
需
給
ひ
っ

迫
の
緩
和
に
貢
献
で
き
る
と

し
て
い
る
。

エ
ネ
研
は
レ
ポ
ー
ト
に

「
今
す
ぐ
で
き
る
節
電
対
策

リ
ス
ト
」
を
掲
載
、
う
ち
「
ピ

ー
ク
時
の
使
用
を
避
け
る
べ

き
」
家
電
機
器

種
類
の
リ

ス
ト
も
掲
載
し
た

別
表
参

照

。
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